
第２次嘉手納町土地利用基本計画

概　要　版

はじめに

　嘉手納町は沖縄本島の中央部にあり、交通の要衝として、中頭郡における経済、文化、教育の

中心地として栄えていました。しかし、昭和 19 年日本陸軍沖縄中飛行場が建設されたこともあっ

て、第 2次大戦における米軍の沖縄本島最初の上陸地となり、その集中砲火は熾烈を極め、住家

をはじめすべてが破壊され焦土と化しました。

　宅地や農地は基地に姿を変え、実に町域の約 83％にのぼる膨大な面積が嘉手納飛行場や嘉手納

弾薬庫地区として接収され、住民は残り約 17％のわずかな土地での生活を余儀なくされ、今日に

至っています。

　1980 年代後半の東西冷戦構造の崩壊に伴い、ヨーロッパを中心に軍縮が進展し、米軍において

も基地機能の見直しが図られ、在沖米軍基地でも返還の動きがみられる状況となりました。この

ような状況の下、返還後の跡地利用を目指して、平成 5年に既存市街地の土地活用や基地返還を

前提にした「嘉手納町土地利用基本計画」を策定し、平成 11 年度から 13 年度にかけて「嘉手納

基地跡地利用計画調査基本計画」を策定しました。

　基地返還の見通しが立たない状況の中、嘉手納町のまちづくりを行うためには、既存市街地の

有効活用が求められており、それぞれの地域特性を活かしながら良好な市街地形成を進めるため、

目標年次を 20 年後の平成 45 年を目標とした「第 2次嘉手納町土地利用基本計画」の策定を行う

こととします。
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第２次嘉手納町土地利用基本計画

■上位計画

上位関連計画との位置づけ

嘉手納町の人口の推移

　国勢調査における嘉手納町の人口は、平

成 22 年現在 13,827 人となっています。過

去からの推移をみると、昭和 45 年から昭

和 60 年までは増加傾向、平成 2年から平

成 17 年までは減少傾向、平成 17 年以降は

増加傾向となっています。

　世帯数は、平成 22 年現在 4,937 世帯と

なっています。過去からの推移をみると、

昭和 45 年から平成 22 年の 40 年間に 1,842

世帯増加しています。

　一世帯当たり人員は、昭和 45 年の 4.5

人から年々減少し、平成 22 年には 2.8 人

となっており、40年間で1.7人の減少となっ

ています。

　年齢別人口をみると、年少人口は減少、

老齢人口は増加傾向にあり、平成 17 年以

降は老齢人口が年少人口を上回っていま

す。沖縄県全体と比較しても嘉手納町は少

子高齢が進んでいる状況にあります。
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道路用地

土地利用現況

　嘉手納町における土地利用現況は、防衛用地（1,241.1ha）が最も多く、次いで住宅用地（住宅

用地 +併用住宅用地　84.0ha）、道路用地（60.5ha）、公共・公益用地（公共用地 +文教厚生用地 +

公共空地 +公園・緑地　52.9ha）の順となっており、町土の総面積 1,504.5ha のうち半数以上

（82.5％）が米軍基地となっています。
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【基盤整備について重要だと思うこと】

17.0% 2.4%

11.4%
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2.7%

14.0%
4.8%

4.7%

19.6%

9.9%

1.6% 0.6%

快適で安全な生活道路の整備

広域幹線道路（国道、県道レベル）
の整備

バス交通の再編やモノレールの導入など
公共交通体系の整備

新たな住宅地開発

新たな工業地の整備
商店街の整備

観光・リゾート地の整備

学校など公共施設の整備

地震、津波、火災など災害時の
避難路・避難場所の整備

無回答その他

公園やレクリエーション施設の整備

住民意向調査の概要

■調査概要

　期間：平成 24 年 9 月 14 日（金）～平成 24 年 9 月 28 日（金）

　対象者：嘉手納町内に在住する 20 歳以上を対象（無作為に抽出）

　配布数：1,500 通

　調査方法：郵送による配布、回収

　回収数：393 通

　回収率：26.2％

■基盤整備について重要だと思うこと（3つまで選択）

　「地震、津波、火災など災害時の避難路・避難場所の整備」が最も多く 19.6％、次いで「快適で

安全な生活道路の整備」が 17.0％、「商店街の整備」14.0％となっています。

４４



8.4%

9.7%

10.9%

7.9%

17.0%

17.3%

12.0%

20.9%

30.0%

32.3%

5.6%

6.4%

24.9%

12.0%

39.7%

39.9%

11.5%

15.5%

7.4%

40.2%

31.3%

36.4%

37.7%

42.2%

44.3%

41.2%

49.9%

49.4%

42.7%

19.9%

22.4%

44.5%

35.1%

41.7%

43.0%

47.8%

44.3%

52.4%

33.3%

38.4%

34.9%

34.9%

26.2%

24.2%

32.1%

14.5%

13.2%

15.5%

42.1%

25.2%

17.8%

33.1%

12.0%

9.4%

28.2%

27.0%

27.7%

14.8%

17.8%

13.5%

14.0%

10.2%

9.2%

10.9%

7.1%

2.5%

2.8%

23.7%

42.2%

8.4%

15.3%

2.5%

3.1%

7.9%

8.9%

4.8%

3.3%

2.8%

4.3%

5.5%

4.4%

5.0%

3.8%

7.6%

4.9%

6.7%

8.7%

3.8%

4.4%

4.5%

4.1%

4.6%

4.6%

4.3%

7.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

地震、津波、風水害、火災などに対する安全性

交差点や通学路など交通の安全性

街灯の設置や死角をつくらないなどの防犯に対する安全性

道路、建物のバリアフリー化や、生活困窮者への住宅対策など暮らしの安全性

国道や県道、生活道路などの整備状況

バスなどの公共交通利便性

病院など医療・福祉施設の利便性

幼稚園、保育園、児童館など児童福祉施設等の充実度

公民館・集会所など地域活動施設の充実度

図書館など文化施設の充実度

雇用の場の充実度

住宅地の広さや静けさなど住環境の良さ

日頃の買物の便利さ・楽しさ

子どもの遊び場や憩える公園の整備状況

下水道や排水路などの整備状況

ごみ処理・し尿処理などの衛生状況

まちなみ・景観の良さ

緑地や海辺、水辺など自然の豊かさ

総合評価（全体的に）

【嘉手納町の環境に関する満足度】

やや満足 やや不満 不満 無回答

■嘉手納町の環境に関する満足度

　嘉手納町の環境に関する満足度について、最も満足している（満足度とやや満足度を合わせた

回答）項目で最も多いのは、「ごみ処理・し尿処理などの衛生状況」（82.9％）次いで、「下水道や

排水路などの整備状況」（81.4％）、「公民館・集会所など地域活動施設の充実度」（79.4％）の順となっ

ています。

　一方で、不満（不満とやや不満を合わせた回答）と感じる項目で最も多いのは、「住宅地の広さ

や静けさなど住環境の良さ」（67.4％）次いで、「雇用の場の充実度」（65.8％）、「交差点や通学路

の安全性」（56.2％）となっています。
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嘉手納町が抱えている土地利用に関する課題

○町域は、約 83％を米軍基地に占有され、利用可能な土

　地は限られています。その中で嘉手納ロータリーの東西

　に広がる市街地において、過密な低層住宅地が存在し、

　建物の老朽度も高く、更に狭隘道路も多く存在すること

　から、住環境上、防災上の課題を有する市街地となって

　います。

嘉手納町全域

○特に 4m 未満の狭隘道路については、２項道路の要件を満たさない道が数多く存在し、接道要件

　を満たさないため、建物の新築や建替えが出来ない問題や、市街地内に空地も点在するなど、

　限られた土地で有効利用を図る上からも、土地利用上の矛盾が生じています。

○市街地のいたるところに、墓地が点在、また、まとまって集積しており、適正な集約等土地利

　用の誘導が課題となっています。

○歩道が整備されていない通学路については、安全確保のため早急な整備が必要です。

○東区（土地区画整理事業区域の東側）においては、道路

　等の基盤整備が未整備なまま、住宅の無秩序な開発によ

　る市街地の拡大が進んでいるとともに、防衛の買い上げ

　用地の点在や市街地内の農地の活用、空地等の活用等

　様々な課題が集積しています。

東地区

○点在する防衛買上用地については、町民の福祉増進や利

　便性の向上、観光振興等に資するため市民農園や駐車場などあらゆる可能性を検討が必要です。

○道の駅周辺を本町の観光・交流拠点として土地利用を図り、その機能を強化する必要があります。

○町民の家周辺については、嘉手納町運動公園区域を含めた土地利用の検討が必要です。

○ロータリー東地区に位置している密集市街地は、老朽化

　が進み災害時に危険性が乗じています。そのため、面整

　備も含めた再整備の方向性を検討する必要があります。

ロータリー東地区

○旧中央公民館の利活用を検討する必要があります。

○ロータリー西地区との連携を図るため、東西交通軸とし

　ての機能を持つ新たな道路整備の検討が必要です。
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○ロータリー西地区にみられる空地については、その利活

　用を検討する必要があります。

ロータリー西地区

○狭隘道路等の問題や、一方通行、袋小路等、道路・交通

　ネットワークについても各所で課題があり、各種施設の

　再編（小学校再編等）と連携した、道路・交通ネットワー

　クの再編等が重要な課題となっています。

○ロータリー東地区との連携を図るため、東西交通軸としての機能を持つ新たな道路整備の検討

　が必要です。

○西地区については、外人住宅が数多く残る地域ですが、

　袋小路にある外人住宅が多く点在しており、地域間の

　ネットワークの構築等も課題となっています。

西地区

○西地区には、身近に遊べる公園が整備されていないこと

　から、公園の整備について検討が必要です。

○町道 73 号線において歩行者の安全確保が必要です。

○ロータリーの再開発により中心商業地の機能強化は進み

　つつありますが、その背後の既存商店街等の活性化等も

　課題となっています。

埋立地区

○また、ネーブル嘉手納が立地する商業地については、商

　業機能の充実が課題となっています。

○埋立地区及び比謝川沿線等については、津波等を踏まえ

　た災害に強い土地利用等を防災計画等と連携しながら構築することが課題となっています。

○現在、駐車場として活用されている空地については、新たな公共施設での活用など幅広く検討

　する必要があります。

○兼久海浜公園にみられる老朽化している施設のリニューアルを検討する必要があります。
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。

○
大

規
模

空
地

の
土

地
利

用
が

望
ま

れ
る

。

○
大

規
模

民
間

商
業

施
設

の
高

度
利

用
が

望
ま

れ
る

。

○
体

育
館

な
ど

老
朽

化
し

た
施

設
の

改
築

等
兼

久
海

浜
公

園
の

広
域

レ
ク

リ
エ

ー
　

　
シ

ョ
ン

拠
点

と
し

て
の

機
能

の
充

実
が

望
ま

れ
る

。

○
歩

道
が

狭
い

、
段

差
が

あ
る

な
ど

、
歩

行
者

の
障

害
と

な
っ

て
い

る
道

路
が

み
ら

　
れ

る
。

○
屋

良
土

地
区

画
整

理
事

業
地

区
で

は
、

地
域

住
民

が
主

体
と

な
っ

た
ま

ち
づ

く
り

を
促

進
し

、
行

政
も

連
携

を
図

り
な

が
ら

　
住

宅
地

と
し

て
の

質
の

向
上

に
努

め
る

。

○
点

在
す

る
防

衛
買

上
用

地
に

つ
い

て
は

、
町

民
の

福
祉

増
進

や
利

便
性

の
向

上
、

観
光

振
興

等
に

資
す

る
た

め
市

民
農

園
や

　
駐

車
場

な
ど

あ
ら

ゆ
る

可
能

性
を

検
討

し
、

そ
の

利
活

用
に

努
め

る
。

○
屋

良
城

跡
公

園
に

つ
い

て
は

、
リ

ニ
ュ

ー
ア

ル
計

画
を

推
進

す
る

。

○
嘉

手
納

運
動

公
園

の
活

用
を

促
進

す
る

と
と

も
に

、
機

能
向

上
に

努
め

る
。

○
通

学
路

と
な

っ
て

い
る

生
活

道
路

に
つ

い
て

は
、

安
全

確
保

と
そ

の
整

備
に

努
め

る
。

○
道

の
駅

周
辺

を
本

町
の

観
光

・
交

流
の

起
点

と
な

る
商

業
拠

点
と

し
て

土
地

利
用

を
図

り
、

そ
の

機
能

を
強

化
す

る
た

め
、

　
道

の
駅

の
リ

ニ
ュ

ー
ア

ル
と

土
地

開
発

公
社

の
土

地
活

用
に

努
め

る
。

○
著

し
く

危
険

な
地

域
に

指
定

さ
れ

た
密

集
市

街
地

は
、

本
町

で
も

最
も

密
集

し
老

朽
化

が
進

み
災

害
時

に
危

険
性

の
あ

る
市

　
街

地
で

あ
り

、
良

好
な

住
環

境
を

形
成

す
る

た
め

、
面

整
備

も
含

め
た

再
整

備
に

つ
い

て
重

点
的

に
検

討
す

る
。

○
旧

中
央

公
民

館
跡

地
に

つ
い

て
は

、
公

共
施

設
を

中
心

に
早

急
に

必
要

な
施

設
を

選
定

し
た

事
業

着
手

に
努

め
る

。

○
狭

隘
道

路
や

一
方

通
行

な
ど

が
み

ら
れ

る
こ

と
か

ら
、

道
路

幅
員

の
拡

幅
や

歩
行

空
間

の
確

保
、

一
方

通
行

道
路

の
解

消
な

　
ど

住
民

の
日

常
生

活
に

と
っ

て
利

用
し

や
す

い
道

路
空

間
の

確
保

に
努

め
る

。

○
通

学
路

と
な

っ
て

い
る

生
活

道
路

に
つ

い
て

は
、

安
全

確
保

と
そ

の
整

備
に

努
め

る
。

○
一

方
通

行
が

多
く

み
ら

れ
る

区
域

に
つ

い
て

は
、

狭
隘

道
路

の
拡

幅
整

備
、

老
朽

化
住

宅
の

個
別

建
替

え
や

共
同

化
を

促
　

進
し

、
建

築
物

の
不

燃
化

や
空

地
の

確
保

等
に

よ
り

密
集

市
街

地
を

改
善

し
、

安
全

で
ゆ

と
り

あ
る

住
環

境
の

形
成

を
図

る
。

○
比

謝
川

の
環

境
保

全
に

配
慮

す
る

と
と

も
に

そ
の

活
用

に
努

め
る

。

○
嘉

手
納

小
学

校
と

幼
稚

園
の

再
編

と
併

せ
て

一
方

通
行

を
解

消
し

、
東

西
を

結
ぶ

道
路

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
形

成
に

努
め

る
。

○
生

活
道

路
は

、
道

路
幅

員
の

拡
幅

や
歩

行
空

間
の

確
保

、
一

方
通

行
道

路
の

解
消

な
ど

道
路

空
間

の
確

保
に

努
め

る
。

○
住

宅
地

内
に

点
在

す
る

墓
地

に
つ

い
て

は
、

移
転

集
約

を
検

討
す

る
。

○
新

町
・

ロ
ー

タ
リ

ー
地

区
周

辺
の

商
業

拠
点

ゾ
ー

ン
は

、
商

業
・

業
務

・
住

宅
の

複
合

的
な

高
度

土
地

利
用

を
図

り
、

商
店

　
街

周
辺

の
商

業
拠

点
ゾ

ー
ン

は
、

魅
力

的
な

中
心

商
業

地
域

と
し

て
の

土
地

利
用

を
推

進
す

る
。

○
駐

車
場

に
つ

い
て

は
、

利
用

形
態

に
お

け
る

課
題

等
も

見
ら

れ
、

既
存

駐
車

場
の

適
正

な
利

用
手

法
方

策
を

検
討

す
る

。

○
袋

小
路

地
域

や
未

接
道

に
よ

る
建

替
え

が
困

難
な

区
域

に
つ

い
て

は
、

道
路

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
整

備
を

図
り

、
周

辺
環

境
と

　
調

和
し

た
住

環
境

の
更

新
に

努
め

る
。

○
本

地
区

の
北

側
に

位
置

す
る

大
規

模
空

地
に

つ
い

て
は

、
住

宅
地

と
し

て
の

活
用

を
促

進
す

る
。

○
本

地
区

に
は

身
近

に
遊

べ
る

公
園

が
な

い
た

め
、

公
園

の
整

備
に

つ
い

て
検

討
す

る
。

○
急

傾
斜

地
崩

壊
危

険
個

所
に

つ
い

て
は

、
災

害
の

抑
制

と
と

も
に

周
辺

環
境

と
調

和
し

た
崖

地
の

補
修

を
検

討
す

る
。

○
ま

と
ま

っ
た

墓
地

に
つ

い
て

は
、

整
理

を
検

討
す

る
。

ま
た

、
住

宅
地

内
に

点
在

す
る

墓
地

に
つ

い
て

は
、

移
転

集
約

を
検

　
討

す
る

。

○
路

上
駐

車
等

が
多

く
交

通
量

の
多

い
町

道
7
3
号

線
に

お
い

て
は

、
歩

行
者

の
安

全
確

保
と

交
通

事
故

の
抑

制
に

努
め

る
。

○
水

釜
大

木
線

に
つ

い
て

は
、

歩
行

者
の

安
全

確
保

と
交

通
渋

滞
の

解
消

に
努

め
る

。

○
情

報
通

信
産

業
企

業
駐

車
場

に
つ

い
て

は
、

更
な

る
有

効
活

用
を

図
る

た
め

、
駐

車
場

や
ウ

ォ
ー

タ
ー

フ
ロ

ン
ト

関
連

施
設

　
な

ど
そ

の
高

度
利

用
に

つ
い

て
検

討
す

る
。

○
海

岸
沿

い
に

位
置

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
津

波
等

の
災

害
時

へ
の

対
応

策
と

し
て

、
避

難
ル

ー
ト

、
避

難
ビ

ル
等

の
確

保
に

　
努

め
る

。

○
大

規
模

空
地

に
つ

い
て

は
、

民
間

利
用

を
促

進
す

る
と

と
も

に
公

共
施

設
で

の
活

用
等

幅
広

く
検

討
す

る
。

○
大

規
模

民
間

商
業

施
設

に
つ

い
て

は
、
民

間
に

よ
る

高
度

利
用

を
促

進
す

る
と

と
も

に
公

共
施

設
で

の
利

活
用

を
検

討
す

る
。

○
兼

久
海

浜
公

園
に

つ
い

て
は

、
広

域
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
拠

点
と

し
て

体
育

館
や

園
路

な
ど

老
朽

化
し

た
施

設
の

リ
ニ

ュ
ー

　
ア

ル
に

努
め

る
と

と
も

に
公

園
機

能
の

充
実

を
図

る
。

○
埋

立
１

号
線

・
埋

立
２

号
線

・
町

道
6
5
号

線
に

つ
い

て
は

、
道

路
の

バ
リ

ア
フ

リ
ー

化
を

推
進

す
る

。
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今後の展開について

○整備の実現性が高い土地利用計画を展開するため、地域住民が主体となってまちづくりを行う

　「（仮称）まちづくり協議会」の設立を検討するなど、計画段階から住民参画による計画づくり

　を行う必要があります。

住民参画について

○土地利用を検討する中で、町域のみに視点を置かず、国や県並びに中部広域も踏まえた周辺市

　町村等の動向も踏まえて、広域的な視点での土地利用を検討する必要があります。

関係機関との連携について

○庁内の各課との連携を図るとともに、各課の役割分担を明確にし、土地利用に関する各種制度

　や交付金等の活用を図り、整備の実現性が高い土地利用計画を展開する必要があります。

庁内体制並びに各種制度、交付金の活用について

○駐留軍用地の跡地利用等の今後の動向や一部共同使用による土地の有効利用など、基地跡地を

　活用した今後の展開について検討が必要です。

駐留軍用地跡地利用の動向について

○町の財政状況等を踏まえながら、今後必要となる各種整備については、優先順位等を確立し、

　土地利用計画の実現を目指す必要があります。

土地利用計画実現に向けた整備の優先順位確立について

優先課題

○魅力ある住環境の創造を目指し、地区ごとに総合的な政策展開を行う必要があります。

住宅問題

○中心的な施設として、健康と生きがいづくりの場や観光振興に資するため市民農園や駐車場

　などの導入を図ります。その他、町の美化緑化に資する種苗育成施設などが想定されます。

防衛買上用地の利活用

○町民の家の改築による交流及びスポーツコンベンション機能の充実やチップ化事業等の廃棄

　物処理など多種多様な施設の設置についての検討が必要です。また、嘉手納運動公園への新

　たな機能の付加などを含めその機能の増進に取り組みます。

町民の家周辺及び運動公園の利活用

○旧中央公民館跡地利用については、公共施設を中心に早急に必要な施設を選定し事業に着手

　する必要があります。

旧中央公民館跡地の活用

○兼久海浜公園から嘉手納運動公園及び道の駅かでなまでのウォーターフロント空間の整備延長

　を検討します。

ウォーターフロント空間の利活用

1616


